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統
廃
合
が
目
の
前
に

　

飯
南
高
校
の
魅
力
は「
少
人
数
・

習
熟
度
別
授
業
」。し
か
し
、平
成
22

年
、こ
の
授
業
形
式
に
暗
雲
が
立
ち

込
め
ま
す
。原
因
は
、平
成
23
年
以

降
の
町
内
の
中
学
校
卒
業
生
の
急
激

な
減
少
。１
学
年
１
学
級
に
な
れ
ば
、

教
員
の
減
少
で
、少
人
数・習
熟
度
別

授
業
や
文
系・理
系
の
学
習
体
制
、部

活
動
な
ど
教
育
活
動
の
質
を
落
と
し

か
ね
な
い
事
態
に
。さ
ら
に
、町
内
の

中
学
生
全
員
が
飯
南
高
校
に
入
学
し

て
も
定
員
を
満
た
せ
ず
、統
廃
合
の

可
能
性
さ
え
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、地
域
住
民
・
教
育
関
係

者
・
有
識
者
が
立
ち
上
が
り「
飯
南

高
校
キ
ラ
リ
！
ド
リ
ー
ム
ア
ッ
プ
思

援
会
議
」を
設
立
。１
学
年
２
学
級

の
維
持
、統
廃
合
の
危
機
回
避
に
向

け
て
協
議
を
始
め
ま
し
た
。特
に
町

外・県
外
か
ら
の
入
学
生
確
保
に
向

け
て
、通
学
対
策
や
寄
宿
舎（
月
根
尾

寮
）対
策
、奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
は

じ
め
と
し
た
施
策
提
言
が
ま
と
め
ら

れ
、平
成
23
年
、魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
本
格
的
に
始
動
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、県
教
育
委
員

会
の「
離
島
・
中
山
間
地
域
の
高
校

魅
力
化
活
性
化
事
業
」が
始
ま
り
、

県・町
の
後
押
し
も
あ
り
強
力
に
魅

力
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
、順
調
に

町
内
外
か
ら
の
入
学
者
が
増
加
。今

で
は
町
外
出
身
の
生
徒
が
全
校
生
徒

の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

未
来
を
切
り
拓
く
力
を

　
生
徒
数
増
加
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
頃
、高
校
の
新
た
な
魅
力
を
探
る

こ
と
と
な
る
転
機
が
訪
れ
ま
す
。現

代
社
会
は
、急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

高
度
情
報
化
、ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
で
変
化
が
激
し
く
予
測
困
難
。こ

の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、飯
南

高
校
で
は
、主
体
的
に
課
題
を
見
つ

け
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
協
働
し
な
が

ら
、答
え
の
な
い
課
題
に
も
粘
り
強
く

向
か
って
い
く
力
を
生
徒
た
ち
に
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
、「
自
ら
の
人
生
を

主
体
的
に
切
り
拓
く
人
物
の
育
成
」

を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。平
成
26
年
、

飯
南
高
校
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
生

ま
れ
た
の
が「
生
命
地
域
学
」で
す
。

学
び
の
場
は
地
域
に

　

生
命
地
域
学
は
飯
南
町
を
学
び

の
場
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学

習
や
課
題
解
決
型
学
習
を
行
う
飯

南
高
校
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。自
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
切
り

拓
く
た
め
に
必
要
な「
関
わ
る
力
」

「
描
く
力
」「
発
信
す
る
力
」の
３
つ

の
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

な
ぜ
地
域
な
の
で
し
ょ
う
か
。地

域
に
は
、答
え
の
な
い
課
題
や
魅
力

が
溢
れ
て
い
て
、生
徒
が
自
分
や
地

域
の
未
来
を
描
く
の
に
う
っ
て
つ
け

だ
か
ら
で
す
。

　
飯
南
高
校
の
竹
内
徹
先
生
は「
具

体
的
な
魅
力（
ヒ
ト・モ
ノ・コ
ト
）や
課
題

に
触
れ
る
こ
と
で
、具
体
的
な
ア
イ
デ

ア
が
描
け
、行
動
や
発
信
に
つ
な
が

る
」と
話
し
ま
す
。

　
１・２
年
生
は
、飯
南
病
院
で
の
地

域
医
療
学
習
や
中
山
間
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
実
習
な
ど
を
通
し
て
地
域

の
魅
力
や
課
題
に
触
れ
ま
す
。３
年

生
に
な
る
と
１
組
で
は「
課
題
研
究
」

に
取
り
組
み
ま
す
。自
分
や
地
域
の

未
来
予
想
図
を
自
ら
設
定
し
、そ
の

実
現
に
向
け
た
具
体
的
ア
イ
デ
ア
を

描
い
て
行
動
。そ
の
成
果
を
最
終
的

に
生
徒
や
教
員
、地
域
住
民
に
対
し

て
発
信
し
ま
す
。お
よ
そ
半
年
を
費

や
す
こ
の
授
業
で
先
生
の
出
番
は
ご

く
わ
ず
か
。未
来
予
想
図
の
設
定
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
は
手
助
け
し

ま
す
が
、未
来
予
想
図
を
実
現
す
る

道
筋
や
手
段
を
考
え
る
の
は
生
徒
で

す
。こ
れ
が
生
徒
の
自
発
的
な
行
動

を
促
す
こ
と
に
繋
が
って
い
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
方
法
は
違
う
。こ
れ
に
は

答
え
が
な
い
ん
で
す
。だ
か
ら
こ
そ

本
人
な
り
の
答
え（
仮
説
）を
見
つ
け

て
行
動（
実
験
）し
て
ほ
し
い
で
す
。こ

れ
が
で
き
る
環
境
が
生
命
地
域
学
に

は
溢
れ
て
い
ま
す
」と
竹
内
先
生
。

　

生
命
地
域
学
に
限
ら
ず
、普
段
の

授
業
か
ら
先
生
と
生
徒
、生
徒
同
士

の
会
話
が
多
く
み
ら
れ
、人
と
協
働
し

な
が
ら
自
分
た
ち
な
り
の
答
え
に
た

ど
り
着
く
と
い
う
光
景
が
日
常
的
に

あ
り
ま
す
。高
校
時
代
の
こ
の
よ
う
な

経
験
が
、社
会
に
出
て
か
ら
生
き
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。次
ペ
ー

ジ
、生
徒
の
心
境
に
迫
り
ま
す
。

と
お
る
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■町内　■町外県内　■県外　合計

　「自律」「友愛」「進取」「創造」を校訓に掲げる町内唯一の高
校。昭和38年に川本農林高校から全日制普通科として独立
し、これまでに多くの人財を輩出してきました。この地にあって
当たり前のように感じられますが、これまでの挑戦は数知れず。
　この学校は今、多様な個性で溢れています。そのきっかけを
さかのぼると、今年で10年目を迎える「飯南高校魅力化プロ
ジェクト」に辿りつきます。
　今月は、地域の魅力を学校の魅力に繋げてきた飯南高校の
魅力に迫ります。

地域の魅力を高校の魅力へ

地域の魅力を高校の魅力へ

生命地域学生命地域学
自らの人生を主体的に切り拓く人物の育成自らの人生を主体的に切り拓く人物の育成

①関わる力
多様な資源（モノ・コト）に関心を
持ち、他者（ヒト）と協働する②描く力

これまで得た知識や経験をもとに、
自分や地域の未来を描く

③発信する力
地域・高校の魅力や課題、
自らの考えや夢を発信する

①関わる力
多様な資源（モノ・コト）に関心を
持ち、他者（ヒト）と協働する②描く力

これまで得た知識や経験をもとに、
自分や地域の未来を描く

③発信する力
地域・高校の魅力や課題、
自らの考えや夢を発信する

課題研究

建設業体験実習中山間地域研究センター実習活動発表

木材加工体験実習赤名湿地探索

笑いを交えながら授業を進める竹内徹先生


